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号
世
界

何
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
か
っ

た
」
と
い
う
町
は
即
座
に
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
と
連
絡
を
と

り
、
現
地
ま
で
の
ル
ー
ト
と

井
常
食
が
行
き
届
い
て
い
な

い
地
点
の
情
報
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
貢
献
に
限
ら
ず
、
町
単
　
　
さ
ら
に
、
一
月
三
十
日
に

　
　
　
　
　
1
1
1
1
‐
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独
で
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
　
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表

自
　
　

て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
片
　
の
要
請
を
受
け
、
各
課
か
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
舜
平
町
長
は
言
う
。
「
Ａ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
長

　
岡
山
県
の
中
心
に
位
置
す

る
御
津
郡
加
茂
川
町
。
人
□

六
千
七
百
人
の
山
あ
い
の
町

は
「
国
際
貢
献
」
を
町
政
の

柱
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
、
全
国
初
の
国

際
貢
献
条
例
を
制
定
し
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
民
間
六
団
体
が

医
療
、
教
育
救
援
活
動
を
行

う
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
職

員
二
人
を
派
遣
し
た
。
過
疎

の
町
と
国
際
貢
献
。
一
見
、

そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
思
え
る

が
、
そ
こ
か
ら
町
民
の
誇
り

が
生
ま
れ
、
町
お
こ
し
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
「
で
も
、

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
お
付
き
合
い
が
あ
れ
ば
こ

そ
実
行
で
き
る
。
行
政
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
お
互
い
、
持
ち
つ
持

た
れ
つ
の
関
係
で
す
」

　
阪
神
大
震
災
で
聡
町
の
活

動
は
素
早
か
っ
た
。
発
生
翌

日
の
十
八
日
、
町
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
Ｋ
Ｉ
Ｏ
」

メ
ン
バ
ー
と
町
職
員
が
炊
き

出
し
を
実
施
。
翌
十
九
日
午

前
に
は
役
場
を
出
発
、
神
戸

市
長
田
区
で
夕
食
と
翌
日
の

朝
食
、
昼
食
を
提
供
し
た
。

当
初
、
「
支
援
を
決
め
た
が

田
区
の
被
災
地
に
入
浴
車
を

派
遣
。
二
月
十
七
日
ま
で
に
、

延
べ
三
百
七
十
｝
人
の
被
災

者
が
入
浴
し
た
。

　
「
何
も
で
き
ず
に
帰
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
い
な
か
、

効
果
的
な
后
動
か
で
き
た
」
。

片
山
町
長
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
の

連
携
を
成
功
理
由
に
挙
げ

る
。

　
両
者
は
地
域
医
療
を
通
し

た
つ
な
が
り
も
あ
る
。
町
は

昨
年
四
月
、
総
合
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
夜
間
診
療
を
始

め
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
二

人
と
地
元
医
師
一
人
が
交
代

ｗ
ｌ
ｗ
一
４
一
一
｝
｝
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｓ
ｓ
ｌ
■
心
″
Ｉ
Ｉ
｛
｝
曲
ｅ
ｔ
ｌ
ｌ
仙
皿
｝
ｌ
ｌ
ｗ
一
９
ｓ
ａ
『
『
ｌ
作
１
９
一
ｌ
ｓ
一
一
ｌ
ｗ
ｗ
ｌ
ｌ
｀
ｆ
１
４
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
⇒
一
一
ｌ
ｗ
ｇ
ｆ
一
Ｉ
ｓ
″
ｗ
ｌ
ｗ
１
４
ｓ
ｌ
１
９
１
１
１
１
１
晦
一
Ｓ
一
櫨
皿
｝
｝
一
Ｉ
Ｊ

で
週
三
日
、
失
言
蒔
か
ら
　
証
明
宍
≒
行
政
で
自
己
　

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

翌
朝
八
時
ま
で
急
患
に
対
応
　
完
皓
し
て
い
な
宍
ス
ピ

ー
　

一

し
て
い
る
。
［
今
で
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
］
　
（
珀
森

浩
・
同
セ
ン
タ
ー
所
長
）
だ
。

　
行
政
の
枠
を
超
え
て
活
動

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
自
治
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
。
片
山
町
長
は

　
「
阪
神
大
喪
災
で
行
政
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
の
必
要
性
が

ド
は
問
待
出
来
な
い
し
非
効

率
】
と
力
説
す
る
。

　
　
×
　
×
　
×

　
次
回
は
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
自
治

体
職
員
の
声
を
取
り
上
げ

る
。
　
（
一
色
昭
宏
、
つ
づ
く
）

被災地で雑炊を振る舞う岡山県加茂川町民

　　　　　　　一神戸市長田区で１月20日
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